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　 現 在神経投射 路 の 証明 に用 い られて い る

HRP 　（horseradish　 peroXidase ）法 に お

け る 欠点は HRP が 目慓 とす る神 経 核の 外

部 に しばしば拡 敵す る こ とで ある 。 そこ で 、

われわれは、出来る限 りその 拡散 を防 ぐと

共に 、よ り多
．
鼠の HRP 溶液 を

一一一
定の 部粒二に

注入 する た め HRP 液 と不完 翁 ア ジコ
バ ン ト

の 混合乳濁液 鍛 RP − IA液）を注 入す る方

法 を試 み
一一応 の 結 果を得 た 。

　 ラ ・
ソ ト尾 冫「犬核に 25％ IIRP溶液と25％ HRP

−IA液 の 2種 類を微細 ガ ラ ス 電極を用 い
一一定

圧 持・続注人 しその結 渠 を比較 した。液量 は

それぞれ 0．．1ノ珍 一〇．7婿 と し．、注 入 時間は 20
〜80分と し た 、， 濫 入48時聞後 、 動物 は4％

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド
’
IT・1主入 陰1定 を行 い 、脳 前

頭断連続切片をf乍成 しGra ねam
−Karnovsky

法 で処理 の 後鏡検 し た G 〔｝、1 、 〔｝，3、O，5μ4

の 注入 斌 で は．両溶液 の 注 ．尺部位 ではHRP −

IA液の注入範匪1は HRP 溶液 の それと比 較し

AV・．弓｛の 褐色 辰 応部位 と して確認 され た o

な お＼ （：  7μ硲主入 に お い で 1よ、HR
’
P溶液は

尾状核 に とどま らず、大脳 皮 質 に ま で 拡 散

が 見られ た が 、HRP −IA液 で は注 入部位 は

尾状核 に 限 局 して い た 。 また 、こ の 2種の

溶 液注 入 に より、黒質新線条体路 の 起始細

胞であ る黒狭 の 神経剰瑚包は 共に 陽性反応 を

示 した 。

　卵 白の 主 成分 で あ る Dvalb   in・1yso −

zyme や ovomll 　C 。 id な どが 、卵 管膨 大 部

で 分泌 さ れ る こ とは す で に 明 らか に され

て い る
． 我 々 は ．（IMA −Quetol523 包埋

法 を用 い 、卵管膨 大 部 タ ン パ ク 腺 に つ い

て 免疫組織 化学 的方 法 に よ っ て 検討 し た

の で 報 告 す る
。

　排卵 され た卵 が 卵 管 の 各 部 （膨 大 部 。

峡部
・．

子宮部
・
膣 部） を 通過 中 に 卵 管を

と り出 し
、 酢酸 ア ル コ ール ． ホ ル マ リ ン

ー
ア ル コ

ー
ル で 固定後、 GMA −Quetol

523 混 合液 に 包 埋 し た 。 ガ ラ ス ナ イ フ で

薄切 し た 切 片 （1 〜 2 μ ） を
、 抗 oval

−

b鋤 n ，抗 ov 。  coid お よ び 1ysozyme 抗

体 を用 い た輦光 抗体法お よ び酵素抗体法

直 接法 に よ り染色 を 施 し た
。

　 そ の 結果、従 来 の パ ラ フ ィ ン 切片 で は

不 明瞭で あ っ た 分泌 顆粒 の 形 態を 明瞭 に

観 察す る 事 が 可能 で あ り、 こ れ ら 3 種 の

分泌 顆 粒 を 明瞭 に 区別す る こ と が で きた
。

また 、 タ γ バ ク 腺 の 分泌 機能 が 、卵 の 卵

管 内通過 と 明 瞭 な 相 関が あ る こ と を 確 認

し た
，，す な わ ち 、 ova ！bi皿 in の 大 部分 は 、

卵 の 通過 前 に 分 泌 され卵 管腔 に 蓄積 され

る が 、 lySOZ ｝
yne は 、卵 の 通過前 か ら 通

過後 に わ た って 分 泌 さ れ る こ と を 観 察 し

た
。

ま た 、同
一

タ ン パ ク 腺 が 異 な っ た タ

ン パ ク質を産生す る と思 わ れ る所見 も得られ たQ
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